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明
治
初
年
の
藩
議
會
　
府
、
縣
議
會
（
補
遺
）

手

塚

豊

　
本
誌
第
三
十
雀
一
號
に
、
私
が
山
本
幹
三
君
と
共
同
で
執
筆
し
た
「
明
治
初

　
　
　
ハ
　
ロ

年
の
藩
議
會
」
は
、
尾
佐
竹
猛
博
士
お
よ
び
小
早
川
欣
吾
教
授
の
研
究
に
洩
れ

た
藩
議
會
二
十
種
の
あ
た
ら
し
い
紹
介
と
、
爾
氏
が
護
表
さ
れ
た
も
の
に
封
す

る
若
干
の
補
正
資
料
で
あ
つ
た
。
ま
た
同
雀
三
號
に
、
私
が
獲
表
し
た
「
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

維
新
直
後
の
府
、
縣
議
會
」
は
、
藩
議
會
に
封
鷹
す
る
府
、
縣
の
も
の
三
種
を

紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
尾
佐
竹
、
小
早
川
爾
氏
が
獲
表

濟
の
も
の
を
全
部
合
せ
て
も
、
明
治
初
年
に
お
け
る
藩
、
府
、
縣
の
敷
か
ら
み

る
と
、
藩
の
場
合
で
三
割
弱
、
府
、
縣
の
場
合
で
は
一
割
五
分
に
當
る
地
方
の

議
會
が
到
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
議
會
を
設
け
な
か
つ
た
藩
、
府
、
縣

が
あ
つ
た
に
し
て
も
、
な
お
、
質
量
共
に
多
く
の
も
の
の
護
見
が
將
來
に
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

さ
れ
る
こ
と
は
、
前
掲
の
拙
稿
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
私

も
そ
の
後
の
探
索
に
よ
つ
て
二
、
三
の
あ
た
ら
し
い
資
料
と
、
諸
先
學
の
獲
表

濟
の
も
の
に
封
す
る
若
干
の
補
正
資
料
を
見
出
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
［
そ
れ

ら
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

明
治
初
年
の
藩
議
會
・
府
、
縣
議
會
（
補
遺
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
手
塚
・
山
本
「
明
治
初
年
の
藩
議
會
」
本
誌
第
三
〇
巻
一
號
六
五
頁

以
下
。

　
拙
稿
「
明
治
維
新
直
後
の
府
、
縣
議
禽
」
本
誌
第
三
〇
巻
三
號
四
一

頁
以
下
。

　
前
掲
・
藩
議
會
・
八
五
頁
、
前
掲
・
府
、
縣
議
會
・
四
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総
・
五
萬
三
千
石

　
松
尾
（
柴
山
）
藩
　
太
田
贅
美

　
太
田
備
中
守
資
美
は
、
明
治
元
年
九
月
、
遠
江
掛
川
よ
り
移
封
を
命
ぜ
ら

れ
、
翌
二
年
五
月
、
新
封
地
に
到
着
、
上
総
國
武
射
郡
柴
山
村
に
假
の
公
鷹
を

設
け
、
柴
山
藩
と
構
し
た
（
後
ち
四
年
一
月
、
松
尾
藩
と
改
稔
）
。
同
月
十
一

日
、
藩
内
に
令
し
選
學
を
以
て
任
期
六
年
の
執
政
五
人
、
参
政
七
人
、
議
長
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

人
、
議
員
九
人
を
定
め
た
。
そ
の
達
に
「
撰
學
ノ
儀
ハ
…
…
其
成
功
ヲ
急
キ
候

二
付
室
敷
時
日
ヲ
不
費
速
二
執
政
参
政
議
長
議
員
其
任
二
適
シ
候
者
篤
ト
思
慮

イ
タ
シ
封
書
ヲ
以
テ
早
々
可
申
聞
事
」
と
あ
る
。
議
長
、
議
員
を
設
け
た
こ
と

は
、
公
議
輿
論
の
趣
旨
に
則
り
、
猫
立
の
機
關
で
は
な
い
が
、
一
種
の
藩
議
會

七
九

（
八
四
一
）



　
　
　
　
明
治
初
年
の
藩
議
會
・
府
、
縣
議
會
（
補
遣
）

的
制
度
を
設
け
た
も
の
と
み
て
い
い
。
同
月
二
十
日
制
定
の
職
制
に
は
、
議

長
、
議
員
の
厨
す
る
議
政
所
が
、
次
の
よ
5
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
議
政
所

　
　
執
政
　
一
等

　
　
　
　
朝
政
ヲ
奉
承
シ
家
憲
ヲ
修
理
シ
賞
罰
ヲ
詳
審
ニ
シ
人
撰
ヲ
至
公
ニ
シ

　
　
　
　
人
民
ヲ
繁
育
シ
生
産
ヲ
富
殖
シ
教
化
ヲ
敦
厚
ニ
ス
ル
ヲ
掌
ル

　
　
参
政
　
二
等

　
　
　
　
執
政
ノ
事
二
参
與
シ
其
職
務
ヲ
督
ス
ル
ヲ
タ
ス
ク

　
　
議
長
　
三
等

　
　
　
　
配
事
ヲ
兼
領
シ
衆
論
ヲ
聴
キ
公
議
ヲ
裁
判
ス
ル
ヲ
掌
ル

　
　
議
士
　
等
ノ
差
別
ナ
シ

　
　
　
　
議
士
ノ
外
二
等
官
ヨ
ゾ
下
庶
民
二
至
ル
迄
ノ
衆
論
ヲ
取
ル
建
言
ノ
如

　
　
　
　
キ
ハ
議
長
ヲ
以
啓
ス
ヘ
シ

　
議
政
所
と
は
別
に
、
布
政
、
會
計
、
軍
務
、
内
務
の
四
局
が
設
け
ら
れ
、
布

政
局
に
は
、
執
政
、
参
政
が
配
せ
ら
れ
た
が
、
會
計
、
軍
務
爾
局
に
は
総
司
、

参
知
、
内
務
局
に
は
近
侍
正
の
職
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
「
各
局
ノ
執
政
、
総

司
、
参
政
、
参
知
、
巳
ノ
刻
、
議
政
所
へ
出
仕
致
シ
事
ヲ
議
シ
、
同
刻
孚
ヨ
リ

各
關
係
ス
ル
所
局
二
在
テ
庭
置
ス
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
議
政
所
は
、
藩
の

中
央
行
政
官
聴
で
あ
る
と
同
時
に
、
藩
議
會
的
性
格
を
併
せ
有
し
て
い
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
三
年
十
月
の
官
位
「
相
當
表
」
に
は
、
議
長
、
議
員
の
職
が
見

當
ら
な
い
。
前
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
藩
政
改
革
で
、
磯
止
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
O
　
　
　
（
八
四
二
）

　
　
　
　
　
下
糖
・
＋
一
萬
石

佐
倉
藩
堀
田
正
倫

　
明
治
二
年
の
初
め
以
來
、
佐
倉
藩
は
し
ば
し
ば
藩
政
改
革
を
行
つ
た
が
、
藩

議
會
と
し
て
の
議
事
所
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
ご
と
く
同
年
八
月
で
あ
つ

（
2
）

た
。

　
　
明
治
二
年
己
巳
八
月
上
書
建
白
ノ
儀
二
付
相
達
ス
ル
左
ノ
如
シ

　
　
此
度
議
事
所
御
開
キ
相
成
候
旨
趣
ハ
第
一
朝
廷
之
御
盛
旨
ヲ
奉
戴
シ
一
藩

　
ノ
公
議
ヲ
采
揮
シ
偏
見
猫
漸
ヲ
以
テ
政
事
ヲ
不
被
爲
遊
ト
ノ
御
趣
意
二
付
一

　
藩
ノ
民
庶
二
至
ル
迄
國
事
利
害
得
失
建
言
仕
度
者
叉
ハ
冤
罪
ヲ
抱
キ
告
訴
ノ

　
道
無
之
者
不
揮
忌
諺
其
趣
意
書
面
二
認
メ
定
日
議
事
所
工
差
出
可
申
事

　
同
年
十
月
三
日
の
職
制
に
よ
る
と
、
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
議
事
所

　
　
議
長
　
　
一
員
　
百
石

　
　
議
員
拾
八
員

　
議
長
は
大
参
事
の
管
轄
に
馬
し
、
辮
事
、
公
議
人
、
兵
隊
総
管
と
共
に
、
藩

の
「
第
一
等
」
の
官
で
「
重
職
」
と
さ
れ
て
い
た
。
戴
百
石
の
俸
巌
は
、
政
事

堂
（
藩
の
行
政
臆
）
の
灌
少
参
事
と
同
格
で
あ
る
（
大
滲
事
は
五
百
石
）
。
當

初
に
任
命
さ
れ
た
議
長
の
氏
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
年
扁
月
、
藩
士
田
中
滲

が
少
参
事
象
議
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

フ
響
購
難
萬
七
千
石

　
明
治
二
年
十
二
月
、
一
ノ
關
藩
で
は
議
事
堂
を
置
き
、
議
長
、
議
員
、
幹
事

の
職
を
設
け
た
。
藩
知
事
の
布
告
に
「
言
路
洞
開
の
爲
め
新
に
議
事
堂
を
設

け
、
目
安
箱
を
置
き
候
間
存
慮
の
次
第
各
忌
揮
な
く
申
出
ず
べ
き
こ
と
」
と
あ

る
。



　
そ
の
際
、
制
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
議
事
堂
規
則
の
全
文
は
不
明
で
あ
る

が
、
そ
の
一
部
は
次
の
ご
と
ぎ
も
の
で
あ
る
。

　
　
議
所
を
設
く
る
は
、
言
路
を
開
き
上
下
の
意
を
通
ず
る
所
以
也
。
宜
し
く

　
忠
誠
を
蓋
し
、
公
李
を
農
し
、
人
情
時
勢
の
宜
し
き
を
灌
り
、
先
後
緩
急
の

　
分
を
審
に
し
、
精
機
確
論
す
べ
き
こ
と
。

　
一
　
重
大
事
件
及
び
疑
問
の
條
目
必
ず
之
を
議
所
に
封
す
、
議
長
宜
し
く
之

　
　
が
議
案
を
作
り
、
各
議
員
に
下
し
所
見
を
問
ひ
、
熟
議
許
論
可
否
の
衆
寡

　
　
を
以
て
決
議
返
還
す
べ
き
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

　
一
　
治
道
の
要
務
政
事
の
得
失
等
建
言
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
貴
践
の
別
な

　
　
く
、
議
所
に
出
て
議
長
或
は
幹
事
へ
建
白
す
べ
く
、
議
長
之
が
爲
に
議
案

　
　
を
作
り
、
衆
議
を
問
ひ
、
可
否
を
定
め
て
後
達
す
べ
き
こ
と
。

　
一
　
議
所
公
議
の
事
件
は
総
て
爲
政
堂
に
於
て
樹
酌
の
上
施
行
あ
る
べ
き
こ

　
　
と
。

　
一
　
目
安
箱
の
開
閉
す
べ
て
議
所
に
委
す
べ
き
こ
と
。

　
目
安
箱
は
、
藩
内
二
ヵ
所
に
設
け
ら
れ
、
毎
月
十
五
日
と
晦
日
に
開
か
れ
、

そ
こ
に
投
ぜ
ら
れ
た
封
書
の
探
否
は
、
議
事
堂
の
衆
議
に
よ
つ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
議
事
堂
に
つ
い
て
は
、
深
見
秋
太
郎
氏
の
論
文
「
明
治
維
新
と
藩
政
の

　
パ
お
ロ

改
革
」
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
氏
は
、
そ
れ
が
「
明
治
新
政
の
當
藩
に

お
い
て
、
注
目
す
べ
き
」
「
立
法
機
關
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
他
の
藩
に
も

多
く
存
在
し
た
藩
議
會
の
一
種
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

同
氏
が
引
用
さ
れ
た
の
は
、
，
關
係
資
料
の
一
小
部
分
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
將

來
、
郷
土
史
家
に
よ
る
詳
し
い
研
究
護
表
が
期
待
さ
れ
る
。

三
鐸
濃
撫
砦

明
治
初
年
の
藩
議
會
・
府
、
縣
議
會
（
補
遣
）

　
明
治
元
年
九
月
、
陸
奥
の
下
手
渡
藩
主
立
花
出
雲
守
種
恭
は
筑
後
三
池
に
移

封
せ
ら
れ
た
が
、
下
手
渡
他
五
ヵ
村
の
奮
領
地
は
、
そ
の
ま
ま
三
池
藩
の
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
レ

地
で
あ
つ
た
。
吉
村
五
郎
氏
の
「
下
手
渡
藩
史
」
に
よ
る
と
、
三
年
十
月
、
藩

政
改
革
の
告
文
が
襲
せ
ら
れ
、
こ
の
改
革
で
、
藩
の
政
務
は
次
の
三
局
が
分
掌

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
民
事
局
　
士
卒
吐
寺
の
庶
務
、
戸
口
、
名
籍
、
租
税
、
開
拓
、
雫
訟
、
鞠
獄
、

　
　
　
　
　
生
育
、
養
老
の
事
を
掌
る
。

　
會
計
局
　
金
穀
、
秩
蕨
、
用
度
、
倉
庫
、
物
産
、
管
繕
、
道
橋
、
堤
防
、
山

　
　
　
　
　
林
等
の
事
を
掌
る
。
但
物
産
及
螢
繕
は
別
に
蒐
掌
の
職
を
置
く
。

　
監
察
局
　
内
外
の
非
蓮
を
糺
し
、
鞠
獄
を
監
し
、
文
武
の
二
場
、
議
事
院
の

　
　
　
　
　
事
務
、
捕
亡
の
事
を
掌
る
儀

　
監
察
局
の
管
轄
に
騎
し
た
議
事
院
と
い
う
の
は
、
藩
議
會
で
あ
ろ
う
。
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ろ
が
、
「
三
池
藩
奏
到
任
履
歴
」
を
み
る
に
、
議
事
院
關
係
の
人
事
に
つ
い
t

は
、
全
く
そ
の
記
載
が
な
い
。
議
事
院
は
有
名
無
實
に
終
つ
た
も
の
か
ど
う

（
6
）か

、
い
ま
、
そ
れ
を
確
め
え
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。

（
1
）
　
「
千
葉
縣
史
料
」
第
四
一
冊
（
松
尾
縣
歴
史
）
。
以
下
、
松
尾
藩
關
係

　
の
賓
料
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
擦
る
。
な
お
、
本
稿
に
引
用
す
る
「
府
縣
史

　
料
」
は
、
内
閣
丈
庫
所
藏
の
稿
本
で
あ
る
。

（
2
）
　
「
千
葉
縣
史
料
」
第
四
二
冊
（
佐
倉
縣
歴
史
）
。
以
下
、
議
事
所
關
係

　
の
資
料
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
擦
る
。

（
3
）
　
深
見
秋
太
郎
「
明
治
維
新
と
藩
政
の
改
革
－
一
ノ
關
藩
に
於
け
る

　
維
新
の
風
潮
」
仙
巌
郷
土
硯
究
第
四
巻
四
號
（
昭
和
九
年
）
四
頁
以
下
参

　
照
。

（
4
）
　
吉
村
五
郎
「
下
手
渡
藩
史
㈲
」
岩
磐
史
談
（
昭
和
＋
一
年
）
第
一
二

八
一

（
八
四
三
）



明
治
初
年
の
藩
議
會
・
府
、
縣
議
會
（
補
遺
）

　
號
二
七
頁
。

（
5
）
　
「
幅
岡
縣
史
料
」
第
四
四
冊
（
奮
柳
河
三
池
藩
奏
剣
任
履
歴
）
。

（
6
）
　
「
三
潴
縣
史
」
に
揚
載
さ
れ
て
い
る
三
池
藩
の
職
制
を
み
る
に
、
監
察

　
局
の
記
事
が
全
く
ぬ
け
て
い
る
（
「
福
岡
縣
史
料
」
第
四
一
冊
）
。
そ
れ
が

　
た
め
、
議
事
院
關
係
の
記
事
も
な
い
。
因
み
に
、
三
池
、
柳
川
、
久
留
米

　
三
藩
は
、
慶
藩
置
縣
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
縣
に
改
組
さ
れ
た
が
、
後
ち
四

年
十
一
月
、
統
合
さ
れ
て
三
潴
縣
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

三

　
大
津
縣

　
尾
佐
竹
博
士
の
藩
議
會
關
係
の
論
考
中
に
、
明
治
元
年
十
二
月
の
大
津
縣
職

制
に
み
ら
れ
る
議
定
、
議
員
と
い
う
縣
會
類
似
機
關
の
紹
介
が
混
在
し
て
い
る

　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
と
は
、
前
掲
の
拙
稿
「
府
、
縣
議
會
」
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
「
滋

賀
縣
史
料
」
に
は
、
そ
れ
に
關
す
る
若
干
の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
れ
を
紹
介
し
た
い
。

　
大
津
縣
は
、
明
治
元
年
閏
四
月
二
十
八
日
に
大
津
裁
到
所
を
改
組
し
て
設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
當
初
の
職
制
（
制
定
年
月
不
明
）
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

議
事
　
　
議
定
　
自
第
三
等
至
第
六
等

　
　
　
　
　
議
員
　
自
第
七
等
至
第
八
等

　
　
　
　
　
　
事
大
小
ト
ナ
ク
無
類
例
事
件
ハ
必
ス
之
ヲ
議
シ
テ
裁
決
ス
若

　
　
　
　
　
　
　
シ
難
決
ハ
太
政
官
ノ
裁
ヲ
講
フ

行
政
　
　
知
事
　
三
等

　
　
　
　
　
　
総
到
國
中
庶
務

八
二

（
八
四
四
）

　
　
　
　
　
鋼
事
　
五
等

　
　
　
　
　
灌
到
事
　
六
等

　
　
　
　
　
到
事
試
補

　
　
　
　
　
　
　
糺
到
庶
務
而
各
部
事
務
ト
シ
聴
訟
断
獄
李
常
凝
滞
ノ
憂
ナ
キ

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
要
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
議
事
と
行
政
、
す
な
わ
ち
立
法
と
行
政
を
分
立
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
議
定
、
議
員
は
、
縣
議
會
類
似
の
制
度
と
み
て
い
い
。
こ
の
職
制
は
、
元

年
中
に
（
月
日
不
明
）
改
革
さ
れ
ハ
議
定
、
議
員
の
職
が
抹
溜
さ
れ
た
。
尾
佐

竹
博
士
は
、
議
定
、
議
員
が
元
年
十
二
月
の
職
制
に
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
年
月
は
疑
問
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
な
お
、
前
掲
縣
史
料
に
よ
つ
て
、
縣
の
幹
部
の
任
冤
を
み
る
に
、
辻
將
曹
（
縣

知
事
・
元
年
閏
四
月
ー
＋
一
月
）
、
朽
木
綱
徳
（
知
縣
事
・
元
年
＋
一
月
ー
四
年

＋
一
月
）
、
多
羅
尾
織
之
助
（
剣
事
・
元
年
七
月
ー
二
年
八
月
）
、
家
永
達
之
助

（
剣
事
・
元
年
八
月
！
二
年
八
月
）
、
岡
本
健
三
郎
（
到
事
・
元
年
閏
四
月
ー
六

月
）
、
桑
田
定
雄
（
椹
剣
事
・
元
年
八
月
ー
二
年
八
月
）
、
中
村
作
（
椹
剣
事
．

元
年
＋
二
月
－
二
年
九
月
）
、
野
村
政
次
郎
（
椹
剣
事
・
元
年
八
月
ー
＋
二
月
）
、

柏
木
實
之
助
（
椹
剣
事
・
元
年
＋
一
月
ー
二
年
八
月
）
、
上
野
四
郎
（
椹
到
事
・

元
年
八
月
ー
不
明
）
、
長
岡
謙
吉
（
椹
判
事
・
元
年
＋
月
ー
二
年
二
月
）
等
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
議
定
、
議
員
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
の
記
事
を
飲
く
。
こ

れ
ら
の
職
は
、
軍
に
官
制
上
に
の
み
存
在
し
て
、
實
際
に
任
命
さ
れ
た
者
は
い

な
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

京
都
府



　
明
治
二
年
二
月
五
日
、
行
政
官
が
各
府
縣
に
布
告
し
て
議
事
の
制
度
を
興
す

べ
き
こ
と
を
通
達
し
た
こ
と
は
、
前
掲
の
拙
稿
「
府
、
縣
議
會
」
に
お
い
て
述

パ
　
レ

ベ
た
。
こ
の
布
告
を
う
け
た
京
都
府
が
、
と
く
に
そ
う
し
た
機
關
を
設
け
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

つ
た
理
由
を
、
「
京
都
府
史
料
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
本
府
、
本
令
ヲ
蓮
奉
シ
更
二
議
事
ヲ
起
ス
等
ノ
事
、
府
記
二
載
セ
ス
。
蓋

　
シ
是
ヨ
リ
先
、
戊
辰
六
月
、
既
二
市
中
二
令
シ
テ
、
各
町
二
議
事
者
三
人
ヲ

　
撰
置
セ
シ
メ
大
二
衆
議
ヲ
起
シ
、
良
法
美
事
ア
レ
ハ
閾
漏
ナ
ク
疏
申
セ
シ
メ

　
…
…
是
二
至
テ
法
令
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
復
タ
別
二
議
事
ヲ
起
サ
サ
リ
シ
ナ
ラ

　
ソ
。

　
す
な
わ
ち
、
前
記
行
政
官
布
告
に
先
立
ち
、
京
都
で
は
、
す
で
に
元
年
六
月

以
來
、
議
事
者
と
呼
ば
れ
る
議
事
機
關
が
市
中
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
あ
ら

た
に
議
事
の
制
度
を
創
設
し
な
か
つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
議
事
者
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
レ

い
て
は
、
古
く
は
「
京
都
府
誌
」
に
若
干
の
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
も

つ
と
も
詳
し
く
研
究
さ
れ
た
の
は
寺
尾
宏
二
教
授
で
あ
る
。
教
授
の
論
考
「
京

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

都
府
に
於
け
る
議
事
者
」
は
、
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
に
關
す
る
唯

一
の
研
究
で
あ
る
。
教
授
は
豊
富
な
原
資
料
を
渉
獄
、
驕
使
さ
れ
、
そ
れ
が
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

都
の
「
町
、
組
町
、
大
組
の
協
議
機
關
、
代
議
制
度
」
で
あ
つ
た
こ
と
を
論
謹

さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
京
都
に
お
け
る
市
會
も
し
く
は
府

會
の
濫
鰯
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
昭
和
十
九
年
に
出
版
さ
れ
た
「
公
同
沿

　
ハ
ル
ロ

革
史
」
は
、
寺
尾
教
授
の
研
究
に
若
干
の
資
料
を
附
け
加
え
、
議
事
者
に
つ
い

て
か
な
り
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

　
「
京
都
府
史
料
」
に
は
、
寺
尾
教
授
の
研
究
お
よ
び
前
掲
公
同
澹
革
史
の
記

述
に
も
れ
た
資
料
が
存
在
す
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
。

　
コ
星
都
府
誌
」
は
、
議
事
者
設
置
の
年
月
日
を
明
示
せ
ず
、
慶
鷹
三
年
十
二

明
治
初
年
の
藩
議
會
・
府
、
縣
議
會
（
補
遺
）

月
十
四
日
頃
に
設
け
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
に
す

　
　
ハ
は
レ

ぎ
な
い
。
寺
尾
教
授
は
こ
れ
を
疑
問
と
し
、
同
氏
藏
「
油
屋
町
御
布
令
留
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
せ
ロ

よ
つ
て
、
こ
れ
が
設
立
を
慶
懸
四
年
（
明
治
元
年
）
六
月
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
パ
ロ
ロ

前
掲
府
史
料
に
よ
る
と
、
そ
れ
の
設
置
に
關
す
る
「
京
都
府
掲
示
」
は
「
辰
五

月
」
、
市
中
に
布
令
さ
れ
た
の
は
「
六
月
二
、
三
日
」
で
あ
つ
た
。
寺
尾
教
授

の
読
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
裏
付
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
「
掲
示
」
と
「
布
令
」

と
の
間
に
は
、
若
干
文
言
の
相
違
が
あ
る
が
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
の
中

は
、
布
令
の
文
言
。
掲
示
の
傍
線
の
部
分
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
）
。

　
　
　
揚
示

　
　
先
般
朝
政
御
一
新
二
付
テ
ハ
奮
弊
御
一
洗
天
下
億
兆
各
生
業
ヲ
得
安
堵
致

　
霧
糠
御
庭
置
被
爲
在
候
庭
當
正
月
兵
革
草
卒
二
起
リ
引
績
キ
關
東
北
越
兇
徒

　
蜂
萬
民
塗
炭
ノ
苦
二
陥
リ
（
萬
民
ノ
困
苦
容
易
ナ
ラ
ス
随
テ
）
御
仁
慈
ノ
御

旨
趣
未
タ
天
下
二
貫
通
セ
ス
悉
皆
兇
徒
ノ
妨
害
ス
ル
故
卜
錐
ト
モ
速
二
御
旨

趣
ヲ
奉
行
ル
事
ヲ
得
サ
ル
ハ
抑
モ
亦
當
職
（
有
司
）
ノ
責
（
罪
）
也
自
今
以

　
后
當
府
當
職
（
有
司
）
之
者
府
下
ノ
衆
庶
ト
公
議
ヲ
審
シ
奮
弊
ヲ
除
キ
永
世

　
不
朽
之
良
法
ヲ
建
萬
民
ヲ
シ
テ
各
其
所
ヲ
得
サ
シ
メ
（
各
其
生
業
ヲ
得
セ
シ

　
メ
）
震
襟
ヲ
奉
安
度
候
條
衆
庶
能
此
旨
ヲ
躰
シ
一
致
シ
御
奉
公
ヲ
可
途
者
也

　
　
　
但
各
町
議
事
者
三
人
宛
相
定
置
其
町
内
之
者
御
爲
筋
心
附
候
節
ハ
議
事

　
　
者
へ
腹
臓
ナ
ク
申
出
議
事
者
ヨ
リ
當
府
へ
可
申
出
者
也

右
之
通
急
度
相
心
得
可
申
事
（
市
中
末
々
迄
不
漏
様
布
告
セ
シ
ム
ル
者
也
）

　
　
辰
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

寺
尾
教
授
が
前
掲
布
令
留
に
よ
つ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
「
御
布
令
」
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
「
揚
示
」
及
び
「
布
令
」
の
但
書
の
部
分
で
あ
り
、
前
掲
公
同
沿
革
史
に
引

八
三

（
八
四
五
）



　
　
　
　
明
治
初
年
の
藩
議
會
・
府
、
縣
議
會
（
補
逡
）

用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
布
令
の
全
文
で
あ
る
。
「
掲
示
」
と
市
中
に
封
す

る
「
布
令
」
の
文
が
蓮
う
の
は
、
前
者
の
文
を
多
少
わ
か
り
や
す
く
筆
を
入
れ

て
後
者
の
文
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
議
事
賭
犠
止
の
時
期
を
、
寺
尾
激
授
は
明
治
二
年
七
月
と
さ
琳
鷺
日

附
を
明
示
さ
れ
ず
、
ま
た
、
前
揚
公
同
浩
革
史
は
七
月
十
九
日
と
す
る
が
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

掲
府
史
料
に
よ
る
と
、
七
月
十
八
日
で
あ
つ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

（
1
〉
　
尾
佐
竹
猛
「
日
本
憲
政
史
論
集
」
一
一
七
頁
。

　
だ
職
名
の
み
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

　
號

　
（
昭
和
＋
八
年
）

（
9
）

（
1
0
）

　
縣
議
會
」
を
執
筆
し
た
當
時
、

　
知
ら
ず
、

　
不
行
届
は
、

（
1
1
）

博
士
の
紹
介
は
、
た

拙
稿
・
前
掲
府
、
縣
議
會
・
四
二
頁
。

「
滋
賀
縣
史
料
」
第
三
四
冊
（
職
制
）
。

前
掲
書
・
第
五
五
珊
（
官
員
履
歴
）
。

拙
稿
・
前
掲
府
、
縣
議
會
・
四
一
頁
。

「
京
都
府
史
料
」
第
三
五
冊
（
職
制
）
。

「
京
都
府
誌
」
（
大
正
四
年
）
下
巻
三
二
九
頁
。

寺
尾
宏
二
「
京
都
府
に
於
け
る
議
事
者
」
終
濟
史
碍
究
第
二
〇
巻
六

（
昭
和
十
三
年
）
。
こ
の
論
丈
は
、
同
氏
の
「
明
治
初
期
京
都
経
濟
史
」

　
　
　
　
　
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
引
用
は
同
書
に
ょ
る
。

寺
尾
・
前
掲
書
・
五
一
一
頁
。

「
公
同
澹
革
史
」
上
巻
四
五
二
頁
以
下
。
な
お
、
前
掲
の
拙
稿
「
府
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
議
事
者
に
つ
い
て
の
文
献
の
存
在
を

　
　
そ
れ
に
つ
い
て
何
の
記
蓮
も
な
し
え
た
か
つ
た
。
贅
料
探
索
の

　
　
　
漸
塊
に
た
え
な
い
。

前
掲
府
誌
・
三
二
九
頁
。

八
四

（
八
四
六
）

（
1
2
）
　
寺
尾
・
前
掲
書
・
五
〇
二
頁
。
昭
和
十
六
年
に
出
版
の
「
京
都
市
政

　
史
」
に
は
、
慶
慮
三
年
十
二
月
の
「
暫
定
的
職
制
」
に
す
で
に
議
事
者
の

　
制
度
が
存
在
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
上
巻
・
九
一
頁
）
。
し
か
し
、

　
出
典
は
明
記
し
て
い
な
い
。
本
丈
で
蓮
べ
た
府
誌
の
記
述
に
影
響
さ
れ
た

　
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
議
事
者
に
つ
い
て
、
何
等
か
の
記
載
が
あ
る
か

　
と
思
わ
れ
る
「
京
都
府
會
志
」
（
明
治
三
十
年
）
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
参

　
照
す
る
機
會
を
え
な
い
。

（
1
3
）
　
前
掲
府
史
料
・
第
三
九
冊
（
禁
令
）
。

（
1
4
）
　
寺
尾
・
前
掲
書
・
五
〇
二
頁
。

（
15
）
　
前
掲
公
同
沼
革
史
・
四
五
三
頁
。
な
お
、
こ
の
蓮
の
日
附
を
、
同
書

　
は
六
月
二
日
と
し
て
い
る
。

（
1
6
）
　
寺
尾
・
前
掲
書
・
五
〇
六
頁
。

（
1
7
）
　
前
掲
公
同
沼
革
史
・
四
八
七
頁
。

（
1
8
）
　
前
掲
府
史
料
・
第
三
五
珊
（
職
制
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
六
日
稿
）


